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づらい。Coverity はそうした誤検知が他製品の約半分でした」と加
藤氏は説明する。

　もう一つのポイントはCI（継続的インテグレーション）ツールと
の親和性が高かったことだ。開発対象が基幹システムであることか
ら、SOMPO-MIRAI プロジェクト全体はウオーターフォール型の開
発工程を採用している。一方でコーディングの速度と品質を向上さ
せるため、工程の一部でアジャイル型の開発手法も取り入れている。
このアジャイル型開発で利用しているのが、CI/CD（継続的インテ
グレーション／継続的デリバリー）ツール「Jenkins」だ。

　SOMPOシステムイノベーションズの黒澤直哉氏（基盤本部現行
基盤チーム）はCoverity の活用方法についてこう語る。「Jenkins
をトリガーにCoverityを呼び出してソースコードを解析させる、と
いうプロセスを日次で実行する運用をしています。随時不具合を検
出して修正する作業を継続しています」

　他にも、コーディング規約の確認やプログラミング言語のバージ
ョンアップへの追随といった特徴を加味し、Coverity が優れている
と判断した。

「不慣れなJava」の取り扱いに関する懸念を解消
　Coverity への投資に見合った効果は得られたのだろうか。
Coverity を利用しない場合と利用する場合を比較すると、利用する
場合は問題 1件の改修にかかる時間の見積もりが大幅に短縮され
た。これは、Coverity は問題があることを指摘するだけでなく具体
的な修正方法も提示するため、改修にかかる検討時間を短縮できる
ためだ。「導入した方が圧倒的にコスト面で有利になるという試算結
果が出ました」と加藤氏は話す。

　Java に不慣れな SOMPOシステムイノベーションズでも、ソー
スコードの品質を定量的に評価できる点もメリットだという。

　SOMPOシステムイノベーションズの福田浩一氏（役員室　フェ
ロー）は「Java に関する知識が不足していた部
分もあり、パートナー企業の開発者が記述した
ソースコードをきちんと評価するための判断基
準には不安がありました」と説明する。Coverity
を使ってチェックすることで、問題に対する見
解を把握できるようになった。「『この品質状態
ならば大きな不具合がなく、本番環境での稼働


